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コア・サービスのThe VOICE は、世界中の IT プロフェッショナルコミュニティのあらゆるメンバーを対象に関連するデータを提

供しています。月刊で発行され、収集された指標や集計データの掲載、コミュニティの状況の報告、又ソリューションプロバイダーと

ユーザーグループメンバーズの間における一貫したコミュニケーションが増えるように促しています。以下の図は、他のコア・サー

ビスとThe VOICE の関係を表しています。 
  

Culminis は、多くのIT プロフェッショナルから

の情報を基に関連する内容で記事を掲載してい

ます。現在òHOTòな話題のトピックスについてサ

ーベイが行われ、その結果を広く公表し、コミュニ

ティが読み、コメントすることができるようになって

います。ここから得られたフィードバックもまた積

極的に収集され、The VOICE で伝えられていま

す。 
  
The VOICE はコミュニケーションツールのひと

つで、IT プロフェッショナルコミュニティの皆様に

これを知って頂くこと、どのようにご活用頂くのが

一番効果的なのかをお伝えする必要があります。

そのためにCulminis は幾つかの異なるテクニッ

クを実施しています。その幾つかは以下の通りで

す。: 

¶ コミュニティのメンバー間のñ口コミ（word-

of-mouth）ò; 

¶ 各国、各地域やグローバルで行われるイベントへの参加、それらのイベントから得られたフィードバックの提供  

¶ 時事・最新情報を提供するCulminis のウェブサイト 

¶ The VOICE 自体は、コミュニティからの様々なインプットとフィードバックを求めていたものの回答の報告を中心としています。

今月号の The VOICE はこちらからご確認頂けます。: http://new.culminisconnections.com/VOICE 

Repository/The VOICE.pdf  
 

The VOICE の各号では、IT プロフェッショナルコミュニティからのフィードバックの提供をお願いしています。フィードバックの提供

方法には 2 通りあります。1 つ目は、thevoice@culminis.com 宛に直接 E メールを送信すること。2 つ目は、各号のòサウン

ド・オフòページ上にあるリーダーフィードバックサーベイへのリンク（http://survey.culminis.com/voice）からです。 
  

皆様からの反響・声はCulminis でまとめられ、それぞれコメントして下さった方に直接E メールにて回答させて頂くか、その後の

The VOICE の紙面上に回答を掲載させて頂いています。  
  

The VOICE は、Culminis のコア・サービスを以下の方法でサポートしています。: 
  

コミュニティデベロップメント 

The VOICE は、コミュニティ内でのコミュニケーションについて、又コミュニティ全体の様子や成長についてお伝えしています。 
  

イベントサポート 
実施されたイベントやイベントから得られた情報やサーベイ結果は、The VOICE にて掲載されます。 
  

リレーションシップマッピング 

The VOICE は、地域のリソース活用した事例、他のユーザーグループリーダー向けのリソースを確認するような記事についても掲載しています。 
  

レベル5 パーティシペーション 
The VOICE への参加が各ユーザーグループのレベル分けに関連しています。  

  

The VOICE のような冊子の持つ潜在的な価値は、計り知れません。ソリューションプロバイダーを含むコミュニティのメンバーは、
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それぞれの意見や気になっていることを表現し、その妥当性について仲間からの回答を得る機会を得ました。ソリューションプロバ

イダーは、コミュニティについて、又コミュニティが直面する問題についてより理解を深めることができ、その問題解決のために回答

することができるようになりました。 


